
道独自の警戒ステージの状況

医療提供体制等の負荷
監視
体制

感染状況

病床全体
うち
重症者
用病床

療養者数
検査
陽性率

新規
感染者数

先週
１週間
との比較

感染経路
不明割合

全 道
12/23

８８５床 ３３床 1666人 4.7％ 845
人/週

減少 25.1％

うち

札幌市
４１６床 １９床 886人 5.3% 450

人/週
減少 30.7％

１

※各指標の動向（矢印）は、１週間前との比較



感染者数と入院患者数
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人口当たりの入院患者数は
全国で最も高い水準

12/23現在 ８８５床

３



医療施設等での集団感染

引き続き多数発生

４

３６件■11/7～27 （3週間）

■11/28～12/18（〃） ３８件



５

感染が続く中で迎える

いつもと違う年末年始



６

症状がないため
感染の自覚がないまま帰省

飲食をともにし、意図せず、
感染拡大のおそれ



７

これ以上、負担が増えると
通常の医療や救命救急が
受けられなくなるおそれ

年末年始は多くの医療機関が休診



８

正月三が日まで

静かな年末年始に



道内の３次医療圏域（６圏域）

すべてに設置

宿泊療養施設

12/25から

北見市内、釧路市内で運用開始

全道 １８３５室

９



年末年始の受診

発熱など症状がある場合は

※医療機関に直接受診しないでください。

受
診
先
を
紹
介

かかりつけ医 又は

北海道新型コロナウイルス

健康相談センター

0800-222-0018
（２４時間フリーコール）
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年末年始の発熱外来

全道で４００以上の
医療機関が診療に協力

12/29（火）～1/3（日）
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①接触でのリスク回避

普段一緒にいる方と

自宅で過ごしましょう

12

年末年始の過ごし方



普段一緒にいない方との
会食は控えましょう

13

できる限り

他都府県

会 食 ２案



集中対策期間

12/26 ～１/15土 金
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感染リスクを回避できない場合

札幌市との間では

15

札幌市内、旭川市内では

不要不急の外出をしない

【札幌市・旭川市】 1/15まで



感染リスクを回避できない場合

「外出自粛など都府県において

行動制限の要請がある地域」

との不要不急の往来をしない
16

【全道】 1/15まで



12/26～1/15

接待を伴う飲食店への時短
（営業は午前５時から午後10時）

時短営業に呼応した利用自粛
17

【札幌市】

「業種別ガイドライン」 「新北海道
スタイル」に基づく対策の徹底



18

接待を伴う飲食店における
感染拡大防止への取組強化

店舗との意見交換、勉強会

接待行為でのルール等を示す
手引書作成

札幌市と連携した



店舗単位でのＰＣＲ検査

19

接待を伴う飲食店等における
積極的な検査

すすきの地区の
臨時ＰＣＲ検査センターの活用



すすきの観光協会、すすきの社交料飲組合、札幌薄野ビルヂング協会、
北海道鮨商生活衛生同業組合札幌中央支部、すすきの麗しい会

20

新型コロナウイルス感染症対策
徹 底 宣 言

すすきの地区が一丸となって
安心して訪れることができる
まちづくりを進める

すすきの地区


